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This is MIKIでは三木に関する記事をMIKIニュースとしてホームページに掲載しています。上は掲載記事の抜粋です。

【道の駅みき催事予定】

02/17(土)-02/18(日) 相生産牡蠣まつり（02/24.25も開催）

02/17(土)-02/18(日) はじめてのお家探しフェア

毎週土曜日 8：00～11：00 刃物研ぎ

【メッセみき催事予定】

02/10(土)-02/11(日) 第3回兵庫五国祭

02/12(月) 冬のカントリー雑貨市

02/12(月) パンとお菓子のフェスティバル

02/20(火) 合同就職面接会

※上記予定は予告なく変更になる場合があります。

～三木ホースランドパーク催しご案内（2・3月）～

【エオの森】
2月18日 落ち葉と馬ﾌﾝで堆肥づくり＆おまけのｶﾌﾞﾄﾑｼ幼虫探し

2月25日 早春の森バードウォッチング＆石窯ピザ

3月18日 春の星空観望会

※お問い合わせ：エオの森 ０７９４－８６－１７７１

【エクウスの森】
2月17～18日 CIC*ホーストライアル２０１８２月
2月23～25日 第１０回みっきぃインドアトライアル

3月 3～ 4日 ひょうごスプリングホースショー2018（馬場馬術）

3月16～18日 ひょうごスプリングホースショー2018（障害飛越）

3月24～25日 CIC*ホーストライアル２０１８ ３月
※お問い合わせ：エクウスの森 ０７９４－８３－８１１０

This is MIKIの会員受付をよかたんでも行っています。

よかたんでご入会いただくと無料券1枚プレゼント！

本紙は、サポーター様の店頭のほか、

読売センター三木・三木東部様に5000部の配

布協力をいただいております！

㈱クメダ精密
0794-82-6217

㈱ながしお農場
080-2404-1515

㈱アイ企画
0794-83-3224

昨年、ムジカドルチェ10周年を機に立ち上がりました絵本制

作プロジェクト（座長：井本智勢子さん）にて制作中の「バッタく

んのおくりもの」は、11月23日山田錦の館にて開催いたしまし

た10周年記念コンサートにて披露の後、現在、印刷に向けて、

文字を絵本の原画に載せる作業工程に入っています。

絵本制作プロジェクトは、絵本そのものを制作することもさる

ことながら、地域社会の繋がりの希薄化にあって、絵本を通じ

「繋がり」作りを大事にしたいと考えてのプロジェクトです。

そのため、完成を待たずに、お届けさせていただこうということ

でオファーを受けております。

この日は、「のじぎく特別支援学校」でのミニコンサート。ムジ

カドルチェの藤田さんがピアノ伴奏し、新田俊子さんが歌を歌

うコンサートで、絵本の原画をプロジェクターで映して、藤田さ

んのBGMの流れる中で朗読をして物語をお届けしました。

絵本の朗読は、小林怜子さん。ムジカドルチェの10周年を記

念して市民活動センターにて行われたコンサートで1日限りの

合唱隊にも参加した三木市で教鞭をとられた元校長先生です。

対象は高校3年生の皆さん。コンサートをとっても楽しんでく

れ、合唱として準備した「いのちのりゆう」「いのちのうた」の合

唱も大きな声で一緒に歌ってくれました。

終演後、お招きいただいた先生にお話を聴かせていただきま

した。11月23日の記念コンサートにご参加いただき、「バッタく

んのおくりもの」の朗読と「いのちのうた」の合唱に感動いただ

き、今回、お声かけくださりました。「いのちのうた」の合唱は、

以来、練習して今日に備えてくださったそうです。

「ムジカドルチェ10周年記念絵本「バッタくんのおくりもの」制作

プロジェクト」、ミニコンサートに合わせて絵本をお届けします。

まずは、お問い合わせをください。This is MIKI 090-6915-3869

森田

「バッタくんのおくりもの」 お届けしています

内科・循環器内科・小児科

神沢医院
小児科専門医、「こどもの心」相談医

神沢クリニック
三木市別所町高木742-5

07494-83-1510

三木市福井3丁目15-17

07494-83-5950

▼This is MIKI HPをご活用ください！▼

三木でのお出かけは、This is MIKIのホーム

ページをご活用ください。

各施設で行われるイベント情報が集約されて

いてとても便利ですよ。

阪神淡路大震災23年 竹灯籠「伝」

（1/17） 6434人が犠牲となった阪神淡

路大震災から23年。「震災のつどい」に

参加してきました。雨のなか、大勢の方

が、三宮東遊園地に集まり、5時47分、

静かに手を合わせて黙とうをささげまし

た。三木たけとり物語委員会では、毎

年、竹灯籠を製作して、追悼行事に送

らせていただいております。昨年11月、

金物まつりで竹灯籠づくりを、三木高校

の生徒さんと呼びかけました。

今年、竹灯籠により描かれた文字は、

「伝」。たけとり物語委員会では、竹灯

籠づくりを通して「命」の大切さを振り返

る機会にしようと、子どもたちとの取り

組みを企画しています。しっかりと「伝」

えていきたい。心新たに後を去りました。

1/15 無病息災祈り 伽耶院で「とんど」 1/15、三木市では各所に

てお正月に歳神様をお迎えするのに飾られた「しめ縄」、「門松」など

に宿った歳神様を送り出す古来の行事「とんど」が行われました。伽

耶院では、住職により、古式の作法に基づき行われ、点火は、この

日、両親と一緒に来ていた女の子早希ちゃん（4歳）により行われまし

た。点火後、瞬く間に炎が上がり、燃え盛りました。その後、無病息

災を祈って、お餅とみかんを長さ1.5ｍ～2ｍ、幅5㎝位に割った竹に

指して焼いて食べました。・・・

2/3 節分の巻きずしづくり 早朝より山田錦の館は大忙し

節分の2/3、恵方巻きの販売のため、山田錦の館は、まだ陽のあがらない薄暗いうち

から、企業組合彩雲の女性たちが集まり、準備にいそしんでいました。用意した数は、

800本。女性たちは、海苔に素飯を広げ、その上にしいたけ、きゅうり、玉子焼き、高野

豆腐、にんじんといった具材をのせると、くるくるっと手際よく巻いていきます。吉川町の

お袋の味をコンセプトにした彩雲の巻き寿司は、普段も店頭に並べられており、人気の

商品となっています。遠くは阪神間からも来るそうです。 この日も大勢の方が、節分の

巻きずしを求めて山田錦の館を訪れたとのことです。節分は終わり、今度は「いちご」を

チョコでくるんだ「いちごショコラップ」の登場です。一度ご賞味ください。

アロミーユ
0794-86-8181

700人前分とれる鍋。粕汁が身も心も温

めてくれました。（中央区連合婦人会）


